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第42号

　

第
49
回
在
京
白
堊
会
を
、
５
月

13
日
（
土
）、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
開
催
し
ま
す
。
幹
事
は
昭
和
60

年
卒
が
務
め
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
白
堊
健
児
よ 

世
界
に
挑
め
！
」
で
す
。
昭
和
60

年
卒
で
世
界
的
に
活
躍
す
る
映
画

監
督
の
大
友
啓
史
さ
ん
を
メ
イ
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
に
、
講
演
会
や
総
会
後
の

懇
親
会
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
羽
ば
た
こ
う
と

し
て
い
る
若
者
と
、
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
同
窓
生
と
の
交
流
の
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
大
友
さ
ん
に
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
後
、
各
界
で
活
躍
し
て
い
る

昭
和
60
年
卒
同
期
や
上
京
し
た
て

の
大
学
生
な
ど
若
手
同
窓
生
に
も

登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
高
校
時
代

の
思
い
出
や
故
郷
へ
の
思
い
、「
一

高
生
」
と
し
て
の
矜
持
が
そ
の
後

の
生
き
方
に
与
え
た
影
響
な
ど
を

語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
大
友

さ
ん
の
最
新
作
『
３
月
の
ラ
イ
オ

ン
』
に
関
連
し
た
映
像
を
流
し
、

初
め
て
故
郷
・
盛
岡
を
ロ
ケ
地
に

選
ん
だ
理
由
な
ど
を
大
友
さ
ん
に

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
会
場
に
は
「
女
性
」、「
メ
デ
ィ

ア
」
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
ブ
ー

ス
を
設
け
て
、
世
代
を
超
え
て
じ
っ

く
り
語
り
合
う
場
を
作
り
ま
す
。

盛
岡
の
食
文

化
を
代
表
す

る
「
あ
の
名

物
」
も
お
目

見
え
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
会
に

参
加
す
る

皆
さ
ん
が

大
い
に
語
り

合
い
、
意
見

交
換
を
す
る

こ
と
で
「
一

高
生
マ
イ
ン

ド
」
を
共
有

白
堊
健
児
よ 
世
界
に
挑
め
！ 

５
月
13
日（
土
）
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催

在京白堊会
2017総会

日   時：５月13日（土）
　　　   講演会・総会 15時00分～／懇親会 18 時～
　　　    受付開始 14 時 30分より
場   所： 東京ガーデンパレス
            （〒113-0034 文京区湯島1-7-5）※昨年の会場と同じです。

参加費：一般8,000円／学生・院生1,000円
                     （在京白堊会平成29年度年会費 2,000円は別途）
● Webでの在京白堊会総会・懇親会へのお申し込みは
　 https://hakua2017.doorkeeper.jp/events/55988

講演会（講師とテーマのご紹介）

テーマ：白堊健児よ 世界に挑め！
講　師：大友啓史（おおとも けいし／S60年卒）

　慶應義塾大学法学部法
律学科卒業。90年NHK 入
局、97年から2年間、ハリウッ
ドで脚本や映像演出につい
て学ぶ。帰国後、NHK連続
テレビ小説「ちゅらさん」シ
リーズ、「ハゲタカ」、「白
洲次郎」、大河ドラマ「龍

馬伝」などの演出、映画『ハゲタカ』の監督を務める。2011 年に
NHK を退局、日本人として初めてワーナーブラザースと複数本の
監督契約を結ぶ。『るろうに剣心』、『プラチナデータ』などのヒッ
ト作を手がけ、14 年には『るろうに剣心 京都大火編／伝説の最
期編』を2作連続公開、14年度の実写公開邦画NO.1ヒットを記録。
国内外の賞を受賞し、世界的にその名を知らしめる。今春には盛岡
市でもロケを敢行した『3月のライオン』2部作が公開。

し
、
岩
手
の
た
め
、
日
本
の
た
め
、

世
界
の
た
め
に
飛
躍
す
る
活
力
を
得

る
、
浩
然
の
気
を
養
う
会
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

企
画
の
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
い
る

大
友
さ
ん
は
、「
幹
事
の
一
人
と
し

て
、
大
い
に
盛
り
上
げ
た
い
。
若
い

人
た
ち
と
も
た
く
さ
ん
語
り
合
う
の

が
今
か
ら
楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
に
つ
い
て
は
、
会
費

の
割
引
も
導
入
予
定
で
す
。
こ
れ
ま

で
総
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
を

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、

幹
事
団
一
同
、
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
出
欠
に
つ
き
ま
し
て

は
４
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
ご
投
函

下
さ
い
。
上
段
記
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
の

ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

 

（
Ｓ
60
年
卒
幹
事
団
）

お 願 い

昨年の懇親会風景

昨年の懇親会風景

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
平
成
29
年
度
年

会
費
２
０
０
０
円
の
お
振
込
を
お
願
い

し
ま
す
。
お
振
込
は
な
る
べ
く
、
窓
口

で
は
な
く
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
下
さ
い
。

東京ガーデンパレス　交通アクセス

●最  寄  駅
・ＪＲ中央線・総武線「御茶ノ水駅」聖橋口
　（東京駅寄りの改札）より徒歩 5 分
・東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」より徒歩 5 分
・東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水駅」より徒歩 5 分
・東京メトロ銀座線「末広町駅」より徒歩 8 分

昨年の懇親会風景

第49回在京白堊会総会・懇親会開催概要
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（
※
７
面
に
続
く
）

宮
沢
賢
治
と
校
歌 

〜
そ
の
内
容
と
背
景
〜

　

本
校
校
歌
は
明
治
42
年
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
歌
詞
の
作
詞
者
は
、生
徒
の
伊
藤
九
万
一（
Ｍ
42
卒
）

だ
っ
た
。
こ
の
校
歌
の
内
容
と
時
代
背
景
に
つ
い
て
、「
土
人
踊
り
」（
現
・
猛
者
踊
り
）
の
起
源
な
ど
も
書
き

残
し
て
い
る
宮
沢
賢
治
研
究
家
の
小
川
達
雄
さ
ん
（
Ｓ
22
卒
）
が
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。
　

（
構
成
・
山
田
武
秋
）

白堊歌会
文学講座

小川達雄さん（S22卒）

●
昭
和
22
年
卒
の
校
歌
へ
の
思
い

　

今
日
は
母
校
の
校
歌
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
校

歌
を
一
番
歌
っ
た
の
が
昭
和
22
年

卒
業
の
私
ど
も
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

私
た
ち
の
中
学
生
時
代
は
学
徒
勤

労
動
員
で
松
井
鉱
山
に
駆
り
出
さ

れ
、
そ
の
往
復
に
は
い
つ
も
校
歌

を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
４
年
生
の

と
き
は
川
崎
の
工
場
へ
行
き
、
そ

の
行
き
帰
り
に
も
校
歌
を
歌
っ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
20
年
６

月
、
７
月
は
平
塚
の
プ
ロ
ペ
ラ
工

場
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

と
き
も
行
き
帰
り
は
校
歌
で
す
。

お
ま
け
に
戦
い
破
れ
罹
災
し
て
盛

岡
に
帰
り
、
だ
れ
も
い
な
い
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
立
っ
た
と

き
、
出
迎
え
て
く
れ
た
の
も
父
兄

の
方
々
が
歌
っ
て
く
れ
た
校
歌
で

し
た
。
30
人
か
40
人
く
ら
い
、
い

ら
し
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
と
き

ほ
ど
校
歌
が
あ
り
が
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
私
た
ち
の
世
代
に
は
校
歌
に

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
先
輩
た
ち
は
校
歌

を
ど
ん
な
思
い
で
創
り
、
校
歌
を

ど
う
思
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
後
輩
の
皆
様
に
お
伝

え
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
金
田
一
京
助
、
小
野
清
一
郎
ら

錚
錚
た
る
諸
先
輩
が
絶
賛

　

校
歌
の
成
立
に
つ
い
て
語
っ
て

い
る
の
が
一
九
七
〇
年
に
出
版
さ

れ
た
『
白
堊
校
九
十
年
史
』
の
座

談
会
で
す
。
金
田
一
京
助（
Ｍ
34
卒
）、

小
野
清
一
郎
（
Ｍ
41
卒
）、
山
口
吉

郎
（
青
邨・Ｍ
43
卒
）、
阿
部
千
一
（
Ｍ

45
卒
）
と
い
う
、
最
も
誇
り
と
す
る

先
輩
た
ち
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
の
記
録
を
ま
と
め
た

の
が
遊
座
昭
吾
さ
ん
で
す
。
彼
と

は
福
岡
高
校
で
８
年
間
同
僚
で
し

た
。
金
田
一
京
助
は
こ
の
と
き
85

歳
で
、
こ
の
あ
と
数
年
で
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
座
談
会
の
な
か
で
金
田

一
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
41

年
卒
の
小
野
も
校
歌
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

明
治
43
年
卒
の
山
口
は
校

歌
は
「
私
の
時
か
、
そ
の

講座風景（2016.12.15）

一
年
前
」に「
募
集
」し
た
も
の
で「
随

分
練
習
し
た
覚
え
が
あ
る
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
校
歌
を
作
詞
し
た
の
は

明
治
42
年
卒
の
伊
藤
九
万
一
で
す

か
ら
、
校
歌
の
成
立
は
つ
ま
り
こ
の

明
治
42
年
ご
ろ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、「
歌
詞
は
ど
う

い
う
の
」
と
金
田
一
が
聞
き
、
編
集

委
員
の
方
が
「
世
に
謳
わ
れ
し
浩
然

の
　

大
気
を
こ
こ
に
鍾あ

つ

め
た
る
…
」

と
教
え
る
と
金
田
一
は
「
ふ
ふ
ん
、

は
は
ぁ
、は
は
ぁ
、—

 

成
程
、あ
ゝ
、

い
い
！
」
と
感
激
の
あ
ま
り
拍
手
し

ま
し
た
。
当
時
日
本
で
も
っ
と
も
売

れ
て
い
た
国
語
辞
典
の
編
纂
者
が
、

校
歌
の
歌
詞
に
大
感
激
し
た
の
で

す
。
金
田
一
の
こ
の
感
動
の
様
子
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
記
録
し
て
く
れ

た
遊
座
さ
ん
も
偉
か
っ
た
で
す
。
小

野
清
一
郎
も
す
か
さ
ず
「
発
想
は
孟

子
で
す
ね
。
浩
然
の
気
だ
か
ら
」
と

絶
賛
し
ま
し
た
。
そ
し
て
作
詞
が
当

時
４
年
生
の
伊
藤
九
万
一
だ
と
聞

く
と
、
小
野
は
「
彼
な
ら
知
っ
て
い

る
。
秀
才
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

伊
藤
は
小
野
の
１
年
後
輩
で
す
。
伊

藤
九
万
一
の
そ
の
後
の
経
歴
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
昭
和
15

年
、
盛
岡
市
立
高
校
を
創
立
す
る
際

に
不
足
し
た
資
金
５
万
円
を
寄
付

し
た
と
い
う
岩
手
日
報
の
記
事
を

見
つ
け
ま
し
た
。
当
時
の
５
万
円
は

大
金
で
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
格

者
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

●
伊
藤
九
万
一
は
孟
子
の
「
浩
然
の

気
」
を
ど
こ
で
習
っ
た
か

　

山
口
青
邨
は
、
校
歌
は
募
集
だ
っ

た
と
言
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
同
席

し
て
い
た
高
橋
元
昭
校
長
は
、
記
録

で
は
伊
藤
九
万
一
が
４
年
生
の
と

き
、
学
校
に
校
歌
が
な
い
の
は
淋
し

い
か
ら
と
創
っ
た
も
の
を
、
若
干
修

正
し
て
使
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
伊
藤
九
万
一
は
孟
子

を
ど
こ
で
覚
え
た
の
か
調
べ
た
ん

で
す
が
、
当
時
の
新
編
漢
文
教
科
書

を
全
て
探
し
て
も
「
浩
然
の
大
気
」

が
出
て
い
る
教
科
書
は
一
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
伊
藤
九
万
一

は
教
科
書
以
外
の
読
書
か
ら
知
識

を
得
て
い
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
「
浩

然
の
気
」
は
「
孟
子
・
巻
第
三
・
公

孫
丑
章
句
上
」
に
「
敢
問
、
夫
子
惡

乎
長
。
曰
、
我
知
言
。
我
善
養
吾
浩

然
之
氣
…
」（
敢あ
え

て
問
う
、
夫
子
惡い
ず
くに

か
長
ぜ
る
、
と
。
曰
く
、
我
言
を
知
る
。

我
善
く
吾
が
浩
然
の
気
を
養
う
…
）云
々

と
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
岩
波
文
庫

本
に
載
っ
て
い
ま
す
。
旧
制
中
学
４

年
と
い
え
ば
今
の
高
校
１
年
。
伊
藤

九
万
一
は
そ
の
年
齢
で
す
で
に
孟

子
を
読
み
こ
な
し
て
い
た
ん
で
す

ね
。
す
ご
い
人
で
す
。
そ
し
て
即
座

に
伊
藤
九
万
一
の
校
歌
は
孟
子
の

「
浩
然
の
気
」
だ
と
喝
破
し
た
小
野

清
一
郎
は
天
才
を
超
え
る
天
才
で

す
。
伊
藤
九
万
一
の
校
歌
は
「
浩
然

の
大
気
」
で
す
が
、
孟
子
に
は
「
浩

然
の
気
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
小

野
は「
浩
然
の
気
」と
言
っ
て
ま
す
。

歌
詞
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

孟
子
に
即
し
て
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

小
野
も
孟
子
を
ち
ゃ
ん
と
読
ん
だ

人
な
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、「
浩
然

の
気
」
と
は
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る

心
の
正
し
い
筋
道
で
、
そ
れ
は
自
然

に
育
つ
も
の
。
無
理
や
り
筋
目
を
つ

け
よ
う
と
す
る
と
か
え
っ
て
損
な

わ
れ
る
か
ら
、
自
分
に
自
信
を
も
っ

て
、
ご
く
自
然
に
、
人
道
に
即
し
て

育
て
な
き
ゃ
な
ら
ん
と
言
っ
て
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
が
「
浩
然
の
気
」

だ
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
校
歌

の
奥
の
院
な
の
で
す
。

●
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
の
曲
を
選
ん
だ

理
由
に
薩
摩
琵
琶
の
流
行

　

伊
藤
九
万
一
が
創
っ
た
歌
詞
は

こ
の
よ
う
に
錚
錚
た
る
先
人
が
認

め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
う
し
て
曲

に
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
が
選
ば
れ
た
か
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▲伊東明子（S50卒）〈ゆり〉

▲三浦千波（S50卒）

　〈みちのく風景 〉 ▲毛利洋子（S41卒）

    〈霧のノイシュヴァンシュタイン 城〉

　第9回目を迎えた「白堊芸術祭」は、昨年と
同じ神田駿河台下・文房堂（ぶんぽうどう）４階ギャ
ラリーで盛大に開催されました。今年は節目
の 10 周年。多くの皆さんのご出展、企画
参加、ご来場をお待ちしております。

「白堊芸術祭」10周年に向けて

第8回

12月15日、白堊歌会特別企画
小川達雄さんの文学講座「宮沢賢治と校歌」

イーハトーブ賞受賞記念「宮沢賢治と五行歌の朗読」
で熱演する野口田鶴子さん（写真右・12.17)

「玉澤健児さんとThe wings」のライブ（12.17）

2016 白堊芸術祭平成28年12月12日（月）～17日（土）
会場：文房堂 ４階ギャラリー

（神田駿河台下）

12月14日、「歌の祭り」

▲西村和明（S45卒）

　〈金環の髪留〉

▲伊藤総 （S55卒）

    〈ペーパークラフト
　自画像〉

▲及川宣幸（S42卒）

　〈色即是空、空即是色（東洋風に）〉

伊藤馨一（S52卒）   ▶
 　　　〈五百羅漢〉

▲福田 隆（S49卒）〈春の青木湖〉

12月17日、白堊芸術祭最終日に集まった皆さん

〈出展リスト〉
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▲宮野谷 篤（S53卒）  〈足摺岬〉

▲南舘英孝（S36卒）〈秋 色〉

▲田部井恭子（S34卒） 〈野 兎〉

▲菊池雅子 （S44卒）〈君の居ない駅〉

▲武田夏実 
　 （武田素虹・S53 卒）

   〈山川異域 風月同天〉

▲国分智子
   （S32卒）

   〈楽穀論〉

▲三浦千江美
　（S53卒）

   〈関戸本古今集〉

▲戸田忠祐（S20卒）  〈蘇る硫黄山Ⅱ〉▲吉田昌弘
    （S38卒）〈花 器〉

▲及川昭伍（S25卒）

　 〈白釉面取花入〉

▲及川喜一
　 （S20卒）

〈道は故
ふるさと

郷に通じる〉

▲佐藤法雄
（佐藤容齋・S50卒）

   〈李白詩〉

▲淺沼榮一
（淺沼一道・S27卒）

   〈夢（古文）〉

▲坂上洋子（綾華・S40卒）  〈回 想〉

▲柏木宣郎（S36卒）

   〈「陽光を受けて」トルコ・ダッチャにて〉▲八重樫誠司（S53卒）〈DarQ Energy〉

▶
晴
山
康
夫
（
Ｓ
45
卒
）〈
静 

秋
〉
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▲辻田よね子（辻 やのか・S55卒）　 
　 〈コラボレーション〉

▲村野井徹夫（S35卒）

　 〈水中サイクリング36景〉

▲千葉祐治（S41卒） 
   〈（鎌倉彫）小 品〉

▲戸澤 聰（S40卒） 

   〈ナイロビの少女〉

▲橋本時浩（S53卒）  〈大 槌〉

▲藤原則子（S51卒）〈がくあじさい〉▲小原隆史（S41卒）〈ふる里の水芭蕉〉

▲馬場 信（S41卒）〈私が見た東日本大震災この五年〉（左ブロック）と白堊歌会作品展示（右ブロック）
　 白堊歌会作品展示：小川達雄（八十若・S22卒）、稲垣裕雄（伊奈 裕・S38卒）、馬場 信（S41卒）、山田武秋（S42卒）、
　 村谷尚（S54卒）、　青山すみれ（白堊歌会会員）、鈴木早苗（白堊歌会会員）、朗読：野口田鶴子（S40卒）

▲鈴木章子　（S39 卒）
   〈歌Ⅱ〉

▲森 豊彦（S40卒）

    〈2016（豪栄道優勝）〉藤澤 貢（S61卒）▶
 〈写日記 - 2016 -〉

▲坂本 務（S44卒）〈想 A〉

▲水原 滋（S50卒）

    〈HAKUART2016〉

▲柳内久俊 （S43卒）

    〈カリフォルニア・ドリーミング〉
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▲佐々木宏文（S58卒）〈秋模様〉

▲畠 順一郎（S41卒）

   〈アメリカの林〉

▲古座野郁子（S32卒）

   〈風の八幡平〉

▲吉田春雄（S38卒）  
　〈初午祭り〉

▲紀 章（S56卒）〈花巻のツバサ〉

▲村谷 尚（S54卒）

   〈年増女の堕天使〉

▲田村 仁（S50 卒）〈michi〉 

▲及川 謙（S61卒）

〈オホーツクの挽歌〉

▲戸田 純（S48卒）

    〈オリンピックロゴ
　  応募案と年賀状〉

▲小山卓也（S32卒）

　 〈雪煙舞い上がる裏岩手〉

▲玉澤健児（S43卒） 

　〈ポルトガル沖のクロマグロ〉
▲坂本美枝子（S45卒）

     〈クリスマス飾り〉

佐々木美枝子▶
   （S43卒）
    〈積 日〉

▲伊藤公雄（S34卒）〈静 物 〉

▲岸田百合子（S32 卒）

    〈カメレオン〉
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（
※
２
面
か
ら
続
く
）

母校校歌は口伝で伝えられていました。この楽譜
は1996（平成８年）年、在京白堊会幹事を担当した
S39年卒・神啓子さんが採譜したものです。

と
い
う
と
、
そ
れ
も
ち
ゃ
ん
と
し
た

理
由
が
あ
っ
た
の
で
す
。
曲
は
宮
古

出
身
で
伊
藤
と
同
期
の
佐
香
貞
次

郎
が
、
宮
古
港
に
船
が
出
入
り
す
る

と
き
に
流
れ
る
勇
壮
な
「
軍
艦
マ
ー

チ
」
が
い
い
と
言
い
、
そ
れ
を
学
校

側
も
認
め
た
と
言
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
当

時
の
薩
摩
琵
琶
の
大
流
行
が
あ
り

ま
し
た
。
薩
摩
琵
琶
は
明
治
14
年

５
月
、
薩
摩
の
島
津
忠
義
が
品
川
の

別
邸
に
明
治
天
皇
の
ご
臨
幸
を
仰

ぎ
、「
敦
盛
」
な
ど
を
お
聞
か
せ
し

て
以
来
、
大
和
魂
を
体
現
し
た
も
の

と
し
て
流
行
し
は
じ
め
、
日
本
各

地
で
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
宮
沢
賢
治
が
盛
中

に
入
学
し
た
明
治
42
年
11
月
、
盛

岡
の
内
丸
座
で
開
か
れ
た
薩
摩
琵

琶
大
会
は
、
開
演
１
時
間
前
に
は
立

錐
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
老
客
男
女

の
観
客
が
詰
め
か
け
た
と
い
う
記

事
が
岩
手
日
報
に
載
っ
て
い
ま
す
。

盛
岡
中
学
で
も
こ
の
月
、「
各
自
の

品
性
を
高
尚
に
し
、
青
年
の
元
気
を

鼓
舞
」
す
る
目
的
で
和
歌
、
漢
詩
、

新
体
詩
、
英
詩
、
琵
琶
歌
な
ど
を

朗
吟
す
る
杜
陵
朗
吟
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
入
る
に
は

毎
月
５
銭
の
会
費
が
必
要
で
し
た

が
、
校
長
以
下
教
職
員
も
出
席
し

月
二
回
、
全
校
的
な
行
事
と
し
て

開
か
れ
る
こ
の
会
は
生
徒
に
大
人

気
で
、
宮
沢
賢
治
（
Ｔ
３
卒
）
は
中

学
３
年
に
な
る
ま
で
こ
の
杜
陵
朗

吟
会
に
入
会
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

風
さ
む
き
岩
手
の
や
ま
に
わ
れ
ら
い

ま
校
歌
を
う
た
ふ
先
生
も
う
た
ふ

　

宮
沢
賢
治
は
盛
中
２
年
の
秋
に

岩
手
山
登
山
を
行
い
、
寒
風
の
中
、

山
頂
で
み
ん
な
と
一
緒
に
さ
か
ん

に
校
歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
杜
陵
朗

吟
会
も
ま
た
、
漢
詩
や
薩
摩
琵
琶

の
朗
吟
の
あ
と
、
最
後
は
全
員
で

校
歌
を
合
唱
し
て
終
え
る
の
が
決

ま
り
で
し
た
。『
新
校
本
全
集
・
年

譜
篇
』
の
賢
治
盛
岡
中
学
３
年
に

見
え
る
「
一
二
月 

寄
宿
舎
で
薩
摩

琵
琶
が
流
行
し
、
夜
食
堂
で
唸
り

あ
う
。
…
」
と
い
う
記
載
は
、
こ

の
あ
た
り

の
事
情
を

物
語
る
も

の
で
す
。

　

熊
谷
の

蓮
生
坊
が

た
て
し
碑

の
旅
は
る

〴
〵
と
泪

あ
ふ
れ
ぬ

　

大
正
５

年
９
月
、

宮
沢
賢
治
が
関
教
授
の
指
導
で
秩

父
地
方
に
地
質
調
査
旅
行
を
し
た

と
き
、
熊
谷
の
熊
谷
寺
を
詣
で
平
敦

盛
の
石
碑
の
前
で
一
人
涙
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
盛
中
時
代
に
薩
摩

琵
琶
「
敦
盛
」
に
親
し
ん
で
い
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
宮
沢
賢
治
も
親
し
ん
だ
校
歌
と

薩
摩
琵
琶

　

こ
の
よ
う
に
、
校
歌
は
薩
摩
琵
琶

の
会
な
ど
を
つ
く
り
、
詩
吟
や
薩

摩
琵
琶
な
ど
を
ビ
ン
ビ
ン
や
っ
て

お
っ
た
盛
岡
中
学
の
雰
囲
気
の
中

で
作
ら
れ
ま
し
た
。
宮
沢
賢
治
も
校

歌
や
薩
摩
琵
琶
に
お
い
お
い
泣
き

な
が
ら
夢
中
に
な
っ
た
一
人
で
す
。

そ
し
て
こ
の
杜
陵
朗
吟
会
の
活
動

を
通
し
て
素
直
な
心
や
憐
れ
み
の

心
を
み
ん
な
で
学
ん
で
い
た
の
で

す
。
校
歌
を
発
表
す
る
と
き
、
時
の

校
長
の
江
崎
誠
は
中
の
字
を
つ
け

た
帽
子
を
被
っ
て
一
人
で
何
回
も

歌
い
、
そ
れ
に
だ
ん
だ
ん
生
徒
も
唱

和
し
て
い
っ
て
、
最
後
は
全
生
徒
が

校
歌
を
歌
い
な
が
ら
校
庭
で
踊
り

狂
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
校
歌

の
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
が
、
ち
ょ
う

ど
当
時
流
行
っ
た
薩
摩
琵
琶
の
朗

吟
と
気
分
が
合
致
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

　

今
日
は
校
歌
の
奥
の
院
で
あ
る

思
想
の
中
心
部
分
と
、
周
辺
部
分
で

あ
る
当
時
の
流
行
に
つ
い
て
お
聞

き
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

覚
え
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
お
聴
き
下
さ
り
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
本
竣
介
を
鑑
賞
す
る
旅

Ｈ
28
年
11
月
26
日（
土
）

第
14
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

Ｈ
28
年
10
月
21
日（
金
）

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
活
動
報
告    

白
堊
歌
会
活
動
報
告    

芸
術
鑑
賞
倶
楽
部
活
動
報
告    

　

大
川
美
術
館
「
松
本
竣
介
を
鑑
賞

す
る
旅
」
で
は
、
大
先
輩
松
本
竣
介

の
絵
画
世
界
を
学
芸
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
堪
能
。
贅
沢
な
ひ
と
と

き
で
し
た
。彦
部
家
住
宅
見
学
で
は
、

彦
部
家
当
主
が
、
自
ら
解
説
し
て
下

さ
り
、
感
激
し
ま
し
た
。 

平
成
28
年
10
月
21
日
（
金
）、
ザ・

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ケ
崎
開
催
で
開

催
さ
れ
た
２
０
１
６
在
京
白
堊
会

ゴ
ル
フ
大
会
。
団
体
優
勝
は
混
成
Ａ

チ
ー
ム
（
Ｓ
20
卒
・
鈴
木
昭
久
、
Ｓ
36

卒
・
間
瀬
、
Ｓ
36
卒
・
金
山
、
Ｓ
37
卒
・

青
山
：
敬
称
略
）、
個
人
の
部
は
Ｓ
36

卒
・
金
山
文
彦
さ
ん
（
Ｓ
36
卒
）
が 彦部家住宅の前で：撮影・吉田春雄さん（S38卒）

優
勝
し
ま
し
た
。
今
回
の
担
当
幹
事

は
Ｓ
40
卒
（
代
表
・
細
越
博
資
さ
ん
）

で
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
幹
事
は
Ｓ
36
卒
・
金
山

文
彦
さ
ん
（
正
）、
間
瀬
隆
男
さ
ん

（
副
）。
次
回
は
次
号
で
ご
案
内
し
ま

す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

（写真上）第14回大会参加者、（写真左下）団体優勝・混
成 A チーム、（写真右下）個人戦優勝の金山文彦さん

芸
術
祭
で
展
示
・
朗
読
・
講
座

ウ
ェ
ブ
歌
会
も
開
設

　

白
堊
歌
会
は
、
白
堊
芸
術
祭
で
の

作
品
展
示
、
野
口
田
鶴
子
さ
ん
（
Ｓ

40
卒
）
の
「
宮
沢
賢
治
と
五
行
歌
の

朗
読
」
の
ほ
か
、
昨
年
は
小
川
達
雄

さ
ん（
Ｓ
22
卒
）
の
文
学
講
座
＝
本
紙

記
事
参
照
＝
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、ウ
ェ
ブ
歌
会
「
白
堊
歌
会
の
部

屋
」
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。（http://9324.teacup.com

/
gogyouka/bbs

）。
作
品
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
投
稿
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
場
下
さ
い
。
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「
白
堊
レ
ディ
ス会
」参
加
者
募
集

「
歌
の
祭
り
」参
加
者
募
集

　

第
13
回
目 

「
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス

会
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
白
堊
レ
デ
ィ
ス
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
開
催
概
要
〉

日
時
： 

平
成
29
年
６
月
24
日
（
土
）

　

受
付
　

12
：
00
よ
り

　

開
始
　

12
：
30
〜
15
：
00

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

３
月
４
日（
土
）
総
会
開
催

第
13
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

６
月
24
日（
土
）
開
催

①
６
月
25
日（
日
）
│
│

盛
岡
で
初
の
「
歌
の
祭
り
」

場
所
：Sun-m

i

（
サ
ン
・
ミ
）高
松
本

店
（
昨
年
と
同
じ
場
所
で
す
）

　

中
央
区
銀
座
６-

３-

９

　

電
話
０
３ ‒

５
５
６
８‒

３
３
０
０

　

地
下
鉄
銀
座
駅
　

徒
歩
２
分
（
Ｃ

２
出
口
）

 

・
地
下
鉄
銀
座
駅
・
東
銀
座
駅
か
ら

徒
歩
５
分

会
費
：
５
千
円

ゲ
ス
ト
：
未
定

※
詳
細
は
追
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　

  
戸
来
ソ
ウ
子
　

（
Ｓ
40
年
卒 

）

　

「
歌
の
祭
り
」
は
本
年
２
月
で
16

回
の
開
催
を
数
え
ま
し
た
。
本
年
６

月
の
「
歌
の
祭
り
」
は
盛
岡
と
東
京

の
交
流
、
親
睦
を
趣
旨
と
し
て
、
盛

岡
で
臨
時
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
盛
岡
と
東
京
か
ら
演
奏
出

演
者（
各
10
名
程
度
）
を
募
り
、
併
せ

て
出
演
者
を
応
援
す
る
方
に
も
来

て
い
た
だ
き
、
昼
食
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、①
出
演
者
に
よ
る
応
援
者（
身

内
、友
人
な
ど
）の
紹
介
を
約
１
時
間
、

②
み
ん
な
で
歌
う
歌
唱
（
日
本
の
歌
）

を
約
１
時
間
、③
出
演
者
の
歌
唱
（
２

曲
以
内
）
を
約
３
時
間
、
合
計
約
５

時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
振
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。
な
お
、
予
定
の

変
更
の
際
は
ご
容
赦
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

日
時
：
平
成
29
年
６
月
25
日
（
日
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告    

　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

は
、
在
京
の
白
堊
同
窓
生
で
医
療

関
係
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
皆

様
の
親
睦
を
深
め
、
在
京
白
堊
会

「第16 回歌の祭り」は 24 名が参加
2017年 2 月5日（日）  ：「ブルーティ」にて 

銀
座
で
ラ
ン
チ
の
白
堊
女
子
会
へ
よ
う
こ
そ

盛
岡
で
の「
歌
の
祭
り
」に
お
でっ
て
く
な
ん
せ
！

健
康
相
談
や
喜
寿
の
お
祝
い
で
交
流
深
め
る

12
時
集
合
〜
17
時
頃
ま
で

場
所
：
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
店
（
定
員
50

名
）
盛
岡
市
大
通
り
２‒

７‒

20

上
田
ビ
ル
５
階

　

電
話
０
１
９‒
６
５
２‒

３
３
２
３

会
費
：
５
千
円

※
出
演
者
に
は
楽
譜
送
付
先
な
ど

詳
細
を
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。
定

員
50
名
に
な
り
次
第
申
し
込
み
を

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
絡
先
：
大
内
秀
之（
Ｓ
35
卒
）白
堊

有
志
で
「
歌
の
祭
り
」
代
表
幹
事

　

civ04580@
rio.odn.ne.jp

全
体
に
も
奉
仕
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
５
月
14
日
の
第
49
回

総
会
に
お
い
て
例
年
通
り
健
康
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
会
員
の
皆

様
か
ら
健
康
相
談
を
承
り
ま
し
た
。

健
康
診
断
の
結
果
を
持
参
さ
れ
て

柴孝也先生の喜寿を祝う会に参加の皆さん（2016.11.5）

校歌斉唱（2016.11.5）

の
相
談
も
あ
り
、
徐
々
に
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
周
知
さ
れ
て
き
て
い

る
実
感
を
も
ち
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
11
月
５
日
に
は
、
ビ
ッ

ク
エ
コ
ー
八
重
洲
本
店
に
お
い
て

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
代
表
幹
事
で

あ
る
柴
孝
也
先
生
の
喜
寿
を
祝
う

会
が
催
さ
れ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

か
ら
も
有
志
が
駆
け
つ
け
て
、
盛
岡

一
高
こ
こ
に
あ
り
と
ス
テ
ー
ジ
で

校
歌
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
３
月
４
日
18

時
よ
り
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル 

５
Ｆ

「
吉
祥
」
に
お
い
て
第
４
回
在
京
白

堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
の
総
会
を

開
催
。
日
本
医
科
大
学
眼
科
教
授
・

志
和
利
彦
先
生
（
Ｓ
47
卒
）
に
よ
る

特
別
講
演
、
総
会
の
後
懇
親
会
で
親

睦
を
深
め
る
な
ど
、
順
調
に
交
流
の

輪
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

（
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
）

　

 

志
和
成
紀
（
Ｓ
58
卒
）

 

國
本
　

聡
（
Ｓ
57
卒
） 

　

〒
２
４
５‒

０
０
６
２
　

　

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
５‒

３
０‒

５

電
話
０
４
５‒

８
６
４‒

３
２
１
５

　

な
お
、
恒
例
の
歌
の
祭
り
を
下

記
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
参

加
者
全
員
で
手
作
り
の
歌
唱
集
を

歌
う
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
。
初
め
て

の
方
も
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

「
歌
の
祭
り
」参
加
者
募
集

②
第
17
回
歌
の
祭
り
│
│

７
月
30
日（
日
）
渋
谷
で
開
催

〈
開
催
概
要
〉

日
時
：
平
成
29
年
７
月
30
日
（
日
）

11
時
30
分
（
受
付
）
〜
17
時
30
分

場
所
：「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」
渋
谷
区
笹

塚
１‒

61‒

８
　

ホ
テ
ル
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
新
宿
１
階
に
併
設
　

　

電
話
０
３‒

３
３
７
５‒

１
４
７
４

会
費
：
５
千
円

※
会
場
や
、
楽
器
演
奏
で
の
歌
唱
は

一
人
２
曲
以
内
と
い
う
の
は
、
従
前

通
り
。
申
し
込
み
先
等
は
上
の
「
臨

時
開
催
」
の
大
内
ま
で
。
詳
細
は
申

込
者
に
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。




